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ミッションクリティカルなITサービスを提供する企業の困りごと

⚫ EOSできないサービスが多く、保守が必要なITシステムは増えるばかり

⚫ 技術進化に伴ってITシステムは多様化していく

⚫ サービスはつながっていくのでどこに影響が出るのか分析に労力がかかる

⚫ 製造工程の技術は進化する、一方 上流工程の重要度は増すばかり

⚫ 優秀な技術者の能力を活かせず開発期間は長引く一方

⚫ セキュリティ強化、コンプライアンス対応など、外部環境変化に対応し
QMSは膨らみ続ける

⚫ 競争力強化のために、利用品質がますます重要になる

3千人を超える開発者が集中して取り組める品質保証の仕組みが重要！
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全体最適のマネジメント理論TOCを使って解決

世界中の名経営者・著名学者が学ぶ必読書
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TOCの概念

20 12 1615 10

全体でこなせる仕事量はいくつですか？

それぞれの部署が一生懸命働いたらどうなりますか？

では、混乱を収めるためにあなたならどうしますか？

仕掛品の山

部分最適から全体最適、そして調和へ
ソフトウェア品質シンポジウム2026
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ソフトウェア品質保証の制約は？

JIS Q 9005：2014 品質マネジメントシステム−持続的成功の指針
「図1−持続的成功のための品質マネジメントシステム（QMS）モデル」を参考に作成

企画

QMSの構築と運用

利害関係者
顧客

ニーズ・期待

事業環境

要件
定義

基本
設計

詳細
設計

製造
単体テスト

システム
テスト

受入
テスト

QMSの企画

監視、測定、分析

QMSの改善

QMSの改革

サービス

プロセスの改善

QMS有効性の改善

事業環境変化への対応

QMSはちゃんとできている。改善・改革する仕組みもある
QMSを使いこなして競争力のあるサービスを実現する『人』が制約
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あれもこれも
最優先
バッド

マルチタスク

常に仕事で
いっぱい
時間がない

見切り発車
走りながら考

える

手戻りが
起こり、手直
しの仕事が
増える

悪循環

本当はみんな必死に一生懸命やっているに、いつもバタバタ、バックログは増えるばかり

仕事の質が
落ちる

プロジェクト
期間が長く
なる一方

次の開発に
なかなか着
手できない

バックログが
増える

案件が常に
輻輳状態

改善活動が
止まる

スキルアップ
のための

勉強時間が
ない

パートナーが
いくらいても
足りない

『人』が能力を発揮できないのには理由があった
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目指したこと

人中心

自由と規律

科学的

ITシステムを開発するのは『人』
●システムとQMSを十分理解している人が本来の能力を
発揮できれば品質は必ず良くなる

●QMSから逸脱しようと思って逸脱している人はいない
抱えている問題を周りが解決すればQMSは守られる

日々の仕事の進め方に規律があるからこそ選択肢が増え
効率の良い段取りを考えることができる

再現性があって初めて良い仕組みと言える
簡単に計測でき、指標に基づいて自分の働き方の見直す
ことができるようにする
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プロセスを設計する上での重要な問い

過去は変えられますか？

未来は変えられますか？

マネジメントの時間をどちらに集中した方が良いでしょうか？

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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時間

問題発見

困難

楽

問題解決

困難

楽
問題

現場で
対応可能

大問題

マネジメント
総出の対応が
不可欠

現場が問題を抱え込んでいても、時間の経緯と共に問題はおのずと発覚
しかも大問題になって、手遅れの状態で発覚する

現場がマジメで自分で何とかしようと頑張れば頑張るほど、問題はより深刻になってから発覚する
問題は報告を待つのではない、上司が拾い上げることが大切！

問題発見は
初期は困難だが、
後期は簡単

問題解決は
初期は楽だが、

後期は極めて難しくなる

人のサガに着目してプロセスを設計
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人中心・自由と規律・科学的マネジメントを実現する『WIPボード』

Hans

Roy
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n
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Karla

PM 
-
Tas
k 1

PM-
Tas
k 2PM

-
Tas
k 3

PM-
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P/F-
Tas
k 2 PW-
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-
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k 5
PW 
-
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k 6
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-
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k 7

PW-

Task 9

PW-
Task
10

SS-
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P/F-
Tas
k 3 

PW-
Task 
11

PW-
Task 12

PW-

Task 13
PS-

Task 3

PW-
Task 17

PW-
Task 19

PS-
Tas
k 4

PW-
Task 16

PW-
Task 18

PW-
Task 15

PW-
Task 14

1) Field
Support

1) Production
Support

1) Schedule

仕事の種類
は色分けで
表示

担当に割り当
てられたタスク

各担当者 実行中のタ
スク

停滞中の
タスク

完了タスク

マネジメントの助
けが必要

１．明確な優先順位
の判断基準

２．負荷の平準化

３．万全の準備

５．滞留タスクの見える化４．一つひとつ集中完了

７．日常業務で実行

６．問題解決一個流し

「7つの規律」で未来に集中し問題を拾ってみんなで解決する組織をつくる
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あと何日ですか？

→毎日、現場の見積もり力を鍛える

問題あるとしたら何ですか？

→毎日、現場のリスク予知能力を鍛える

何か助けられることはありませんか？

→毎日、現場の考える力を鍛える

部下に問題を報告させるのではなく、リーダーが問題を拾いにいき、
シンプルな３つの質問で人を育てる

リーダーさえ変われば組織を変えることができる

「変えられる未来に集中する3つの質問」

ソフトウェア品質シンポジウム2026
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問題を拾ってQMSを実践した事例

問題があってもメンバー同士で助け合って解決する組織に変革

問題があるとしたら何ですか？

ガイドをどこまで確認して良いか
正直なところ不安です

その件なら自分が詳しいです
ちょっと前にやったので

助かります！ 教えてください

今日は11時～空いているので
そこで教えましょうか？

その時間でよろしくお願いします
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どのように組織に浸透させていったか？

リーダーシップ計画
パフォーマンス

評価

改善

支援、運用

Plan Do

Check
Action

JIS Q 9001：2015 品質マネジメントシステム−要求事項
「図2−PDCAサイクルを使った，この規格の構造の説明」を参考に作成

本部長が旗を振る
「やりたい」意欲のある部署に

手を上げてもらう

推進チームが
仕組みをつくる

推進チームが
導入と運用を支援

実践結果の発表会
定量・定性の成果だけでなく、
うまくいかなかったところ、

工夫を発表

推進チームが
仕組みを改善

1000人

PDCA
1サイクル目

PDCA
2サイクル目

PDCA
3サイクル目

改革を先導して成果を出せる「チェンジリーダー」が育ち、一気に拡大

実
践
し
て
い
る
人
数
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指標を使った自律的な改善の結果

毎日の集中時間が30%から50%へ増加
（>1.5倍）

仕事の滞留の一番の原因は
「突発での依頼や打合せが多い」

A:突発の依頼…
B:レビューのフル…

E:その他
C:着手後に不…

D:他者に起因
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遅れ・滞留・手戻りの原因分析
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3/20～ 4/20～ 5/20～ 6/20～

集中時間の比率

自発的な助け合いで

残業時間削減

QMSの理解度が高まり

レビューや審査の手戻りが減った

7つの規律でチームのパフォーマンスを最大化
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社員エンゲージメント改善の結果

改善への「チームメンバの積極参加」意欲が高まった
ソフトウェア品質シンポジウム2026
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ソフトウェアの品質は、人の仕事の質そのもの

変えられる未来に集中する人中心のマネジメントで

自律してQMSを実践するチームが生まれ、

未来のソフトウェア品質をつくり込む働き方に変えることができた

まとめ

ソフトウェア品質シンポジウム2026



yosuke.Ichinoseki@goldrattgroup.com

気軽にお問い合わせください

ソフトウェア品質シンポジウム2026


	スライド 1: 大規模ITシステム開発。1,000人が取り組んだ働き方改革
	スライド 2: ミッションクリティカルなITサービスを提供する企業の困りごと
	スライド 3: 全体最適のマネジメント理論TOCを使って解決
	スライド 4: TOCの概念
	スライド 5: ソフトウェア品質保証の制約は？
	スライド 6: 『人』が能力を発揮できないのには理由があった
	スライド 7: 目指したこと
	スライド 8: プロセスを設計する上での重要な問い
	スライド 9: 人のサガに着目してプロセスを設計
	スライド 10: 人中心・自由と規律・科学的マネジメントを実現する『WIPボード』
	スライド 11: 「変えられる未来に集中する3つの質問」
	スライド 12: 問題を拾ってQMSを実践した事例
	スライド 13: どのように組織に浸透させていったか？
	スライド 14: 指標を使った自律的な改善の結果
	スライド 15: 社員エンゲージメント改善の結果
	スライド 16
	スライド 17



